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英文原著 4
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国内学会発表 1
Masaya Imoto，Tetsushi Kataura，Yukiko Sasazawa，Shinji Saiki，Nobutaka Hattori,  BRUP-1, a bilirubin modulator, showed neuroprotective activity 第63回日本神経

学会　東京国際フォーラム2022　5月18-21日、

国内学会発表 2
Tomoki Takei， Tetsushi Kataura， Yukiko Sasazawa， Masaya Imoto， Shinji Saiki， Nobutaka　Hattori、Clearance of the protein aggregates by chemical autophagy 

inducers.第63回日本神経学会　東京国際フォーラム2022　5月18-21日、

国内学会発表 3
Mitsuhiro Kitagawa1 Tetsushi Kataura, Yukiko Sasazawa,Masaya Imoto, Shinji Saiki, Nobutaka Hattori、Promotion of protein aggregation by Miclxin,
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特別講演・

招待講演
1 井本正哉　神経変性に対する創薬研究　第30回日本Cell Death学会学術集会　東京（順天堂大），2022 6月25-26日

共同研究講座・寄付講座等名：オートファジー調節化合物探索研究講座

研究代表者名：服部信孝

開設の目的・概要　等

パーキンソン病 (PD) は中脳黒質ドパミン神経細胞の変性により引き起こされる運動障害を主症状とする神経変性疾患である．高齢者の約1%が発症する高頻度の疾患だが，未だ有効な根治薬

の開発には至っていない．

一方，オートファジーは損傷したオルガネラや不要なタンパク質の分解・再利用を介して細胞の恒常性維持に重要な役割を果たすが，神経変性疾患などの様々な疾患においてオートファジ―機能が低

下していることが報告されている．したがって，オートファジーを活性化させる化合物はPDをはじめとする種々の神経変性疾患の治療に有用であると考えられる．そこで，オートファジー調節化合物を

開発し，PD治療薬への展開を目的とする


